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最近、やたらと“脳を鍛える”ゲー

ムが流行っています。右脳がどうだと

か左脳がどうだとか言われていますが、

もし自分でこの手のプログラムを作る

となると、どうすればいいんだろうっ

て考えちゃいますよね（こっちのほう

がよっぽど脳に刺激になると思うんで

アナタの脳は疲れてませんか？

第18回 脳を鍛えるパズルゲームを作る
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この記事で取り上げたソースコード 
およびサンプルプログラムは、 
http://www.shoeisha.com/mag/windev/ 
からダウンロード可能です。 

サンプル 

すが）。

そこで今回は、ペアになっている2つ

の数字を見つけ出すパズルゲームを

作ってみます。このパズルゲームでは、

図1のような流れで処理を行なうこと

にします。

図1：プログラムの処理の流れ
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脳を鍛えるパズルゲームを作る

GUIには、特に変わったコントロールは使いません。

Labelを10個とPictureBoxを3個、Timerを1個使うだけ

②では「ペアとなる数字以外は同じ数字を使わない」と

いう面倒な処理が必要になり、今回記述するコードの

2/3がこの部分の処理になります。

また、Labelの数字の入れ替えは、TimerのTickイベ

ントが発生したタイミングで行ないます。

そのため、①②の処理をそれぞれ独自のSubプロシー

ジャとして作成し、各イベントプロシージャ内でそれを

呼び出す形にします。

まずはGUIの作成から

図2：各コントロールを配置したフォーム
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表1：各コントロールのプロパティ設定

得点の表示に使用す
るLabelコントロール

数字の表示に使用す
るLabelコントロール

正解／不正解／ゲーム終了の画像を表示
するためにPictureBoxを3つ重ねて配置

プログラム作成のポイント

このプログラムのポイントは、

①1～9の数字を作成し、各数字をLabelに表示する

②作成した数字のなかから同じ数字のペアを表示する

という2つの処理を乱数を使って行なう点です。

①では「出題のたびにLabelに違う数字を表示する」、

です（図2）。

各コントロールのプロパティ設定は表1のとおりです。

フォーム起動時の処理

最初に、フォーム起動時の処理を作成します。まず、

2つのモジュールレベル変数を作成します。

Private cnt As Integer = 0
Private maru, batu As Integer

Private Sub Form1_Load(ByVal sender As System.Object, _
ByVal e As System.EventArgs) Handles MyBase.Load

End Sub




